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叙 事 詩 の 宗 教 哲 学

－　Moksadharma-parvan 和訳研究　（Ⅱ）　－

茂 本 秀 淳

〈Mo k s a d h a r m a  和訳〉

［17 1章］

ユディシュティラは言った。

（D諸々の企てをもくろみつつも財産を得ることができないならぽ，また財産への渇受に

　　心を奪われた時，入は何をすれぽ安楽を得られようか。

ビーシュマンは言った。

（2）一切を等しく見，気楽にして，真実を語り，無関心にして欲知なけれぽ2），バーラタ

　　族よ，その人は安楽をもつものとなろう。

（3＞これら五つの言葉を賢者たちは寂静のために語った。これこそが天界でありダルマで

　　あり，よき人々にとって3）この上なき安楽である。

（4）ここでも人はこの古課を例として語る。無関心（11 i r v e d a）の故にマソキによって歌

　　われた歌，それを聞け，ユディシュティラよ。

　（5）マンキは財産を願いつつも，何度もその願いをくじかれた。マンキはわずかの残った

　　財産で，子牛を一対買った。

　（6）しっかりと繋がれた二匹の子牛は，調教のために引き出された時，道の真ん中に

　　（mad h y e n a）座っていたラクダに突然襲いかかった。

　（7）二匹が肩に当たった時，ラクダは怒って立上がり，その二匹を放り投げて大変な速さ

　　で前進した。

　（8）暴れまわるラクダに引きずられ，死にそうな二匹の子牛を見て，マソキは次の様に書

　　つた。

　（9）　『運命として（得ることに）定まっていない財産は能力があっても得ることはできな

　　い。信仰と結びつき正しく努力しても。

　⑳　私は前世になされたことに，（たとえそれが）もろもろの不幸と結びついていても，

　　従っている。偶然の出会いによる4）私のこの運命的不幸を見よ。

　（1玉）　（ラクダは）私の二匹の子牛を持ち上げ持ち上げ，あたかも悪しき道を行くかのごと

　　くである5）。（それはあたかも）偶然（kaka t a l i y a m）ジャッカルが立ち上がって

　　（ut k§i p y a）殺された6）かのごとくである。

　（12）わが愛しき子牛は二つの宝石のようにラクダにぶらさがった。これは全く運命的なも

　　のであり，従って人間ができることは何もない7＞。

　（13）あるいはまた，ある時には人間にできることが生じるとしても，よく調べてみれば，
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　そこにも運命は存在している。

働　従って，安楽を望むものは，この世では無関心にこそ至るべし。関心をすて財産獲得

　の望みをもたないものは安楽に眠る。

㈱　父の家から出て大きな森に｛生み，あらゆるものから解放されたシュカの言ったことは

　何と正しいことか。（cf．　MBh．12．309－320）

㈲　ある人はあらゆる欲望を獲得しようとしS），そして別のある人はそのすべてを捨てよ

　うとするであろう。あらゆる欲望の獲得よりもその棄却の方がすぐれている。（cf．

　Manus町ti　2．95）

㈲　あらゆる獲得欲の終わりに至った人はいない。身体と寿命（j面te）に対して，愚か

　な人の渇愛は大きくなる。

㈹　獲得欲9）を捨てよ。寂静たれ。関心を捨てよ，私のものよゆ。何度となく汝はだまさ

　れた。まだ汝は関心を捨てないのか，小さきものよの。

（19＞もしも汝にとって私は12＞滅すべきものではないならぽ，それ故（eva甲）汝がもし私

　と共に歓喜するのであれぽ，汝は私をむなしく禽欲と結びつけることなかれ。財産を望

　むものよ。

（2の汝の財産はたまってもたまってもその度になくなった。いつ汝は財産への欲望を解き

　放つのか13），愚かなものよ，財産を望むものよ。

⑳　おお，汝の玩具である私の愚かさよ。人は他人の奴隷になることはあってはならな

　い14）のに。

（22＞前にも後にももろもろの欲望の終わることのないまま，私はあらゆる企てを捨てて，

　悟り（pratibuddho）目覚めた。

（23）カーマよ，今や汝の心臓は，金剛の核からなり確固として，それは百の不幸（anar－

　tha§ata）に入られても百の破片に砕かれることはない。

（24）第一マよ，私は汝をそして汝にとっていくらかでも好ましいものを捨てる。汝の安楽

　を求めるならば，私は自己において安楽を得ない。

（25）カーマよ，私は汝の根源（1顧la）を知った。それはまさに意志（sa単kalpa）より生

　じるのである。私は汝を意志することはないであろう。（そうすれば）汝は根源なきも

　のとなるであろう。

（26）財産を望むことは安楽ではない。獲得した後には気遣い（cinta）が増える。獲得し

　たもの消滅は死のごとく（苦しいもの）である15）。獲得した物があるのか，（あるいは）

　ないのか（と気遣うのは）（衿玉6）。

⑳死んでも17獲得できなけれぽ，それより大きな苦はあろうか。そしてまた（それを）

　獲得しても満足することはなく，さらにより多く求めるようになるのである。

（28）財産（artha）は欲望をひきおこし，ガンジス1【iの水のように甘美である。しかしこ

　のように私にとっては嘆きとなるものである。私は悟った。（カーマよ，私を）捨て

　よ18）。

（29）私の体に依存している（sam議5rita）存在物の集まり（bh酉tagrama）は，ここから
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　勝手に出て行くがよい，あるいは好きなように住むがよい。

㈱　欲望と鋭匙に従う汝らの中，そこに私の歓喜はない。従って，汝らの一切を19）投げ捨

　てて，私は真実のみを20）依り所とするであろう。

⑳　私は，身体の中にそして自分の心の中にあらゆる存在物を見つつ，惹識をヨーガに保

　持しつつ，また生命を21）天啓聖典に（§rute），心をブラフマンに保持しつつ，

（32）執着なく，安楽をもち，病むことな：く世間を行くであろう。汝が私を再びもろもろの

　苦の中に置くことのないように。

（33）汝によって突き動かされると私には他に道はない。なぜならば，か一マよ，汝は常に

　渇愛・悲しみ・苦役の源であるから。

（34）財産がなくなることは何よりも大きなひどい苦しみであると私は思う。なぜならば親

　戚と友人たちは財産のなくなったものを22機むから。

㈱　しかし千園蔑まれたとしても，財産にはそれより悪しき欠点がある23）。そしてたとえ

　財産にわずかの安楽があったとしても，それもまたもろもろの苦によって使い尽くされ

　る。

（36）　「この人には財産がある」と追いはぎ共は（dasyavaP）すぐに24）人を攻撃し，さま

　ざまな刑罰で苦しめ，いつも恐れさせる。

⑳　愚かな無欲は25）苦である，と私はついに認識した。カーマよ26），汝はつかむものは何

　にでも執着する。

㈱　真理を知らない汝は，満足しない愚か者であり，倦むことのない火である。汝は獲得

　するに易きものを知らず，獲得するに難きものを知らない。

（39）パーターラ地獄のように2η満足することなき汝は，私を苦と結びつけることを望む。

　私はもはや汝によって再び入り込まれることはない，カーマよ。

㈹偶然による財産の消失によって，私は無関心に鋼達し，最高の歓喜を28獲得して，今

　や欲望を気にかけることはない。

ω私はここで過度の苦しみを克服しよう。私は（自分を）理性なきものと考えることは

　ないであろう。財産の消失によって苦しんだ（nikτta）私は，身体のあらゆる部分に苦

　痛なく安らぐであろう。

㈱　あらゆる心の状態を追い出して，カーマよ，私は汝を捨てるであろう。カーマよ，汝

　は，鼻に綱を通して喜ぶかのごとく（～），再び私と共に喜ぶことはないであろう29）。

q3）嫉妬深い人々に対して30）私は寛大となろう。傷つけられても31）傷つけることはないで

　あろう。憎しみから解放された32）私は，彼らの不快な：ことに意を払わず，快いことを語

　るであろう。

（44）満足し，健全な感覚器官を持ち（svasthendriyo），常に獲得したものに従って生活す

　る私は，私の敵である汝を満足させることはしないであろう。

㈲　無関心，歓喜，満足，寂静，真実，自己制御，忍耐，そしてあらゆる生き物への慈悲，

　私を（これらに）保護を求めたものと33）知るべし。

㈲　従って，欲望，禽欲，渇愛そして貧困は，確固とした私から去るべし。なぜならぽ今
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　　や私は善の中に住する（sattvastha）のであるから。

㈲　欲望，禽欲，怒りそして粗暴さを34）捨てて，今や私は自己なきものとして食欲の支配

　　に到達した故，苦を獲得することはないであろう。

　㈱　何であれ欲望に属するものを捨てれば，それは安楽に属するものを満たす。欲望に支

　　配される者は常に苦のみを得る。

働　もろもろの欲望を捨てた後35），人はどんなわずかの塵（ralas）も振り払う。（塵と

　　は）欲望と怒りから生じた苦，無恥（ahrir）そして歓喜なきことである。

　㈱夏冷たい池に入るかように，この私はブラフマソに入った36）。私は静まり，解脱し，

　　一人安楽に安らぐのである3η。

翻　この世界での欲望の安楽と天界の大安楽とは渇愛の滅の安楽の十六分の一にも値しな

　　い。（cf．　MBh．！2．168．36）

（52＞自らによって，この麗なき敵を滅するかのごとく，第七番目の欲望（（saptama甲

　　1稻ma単）38｝を滅し，不滅のブラフマンの城に達して，私は王のごとく安楽をもつもの

　　となろう。』

（53）この認識を完成してマソキは無関心に至った。一切の欲望を捨てて，大安楽であるブ

　　ラフマンに到達して。

　翻　牛が失われた時にマンキはまさに不死に39）至った。欲望の根本を断ち切って，彼は大

　　安楽を得た40｝。

（55）ここでも人はこの古諌を例として語る。心静まりつつあるヴィデーハ王ジャナカによ

　　って歌われた歌を。

（56）『何物ももたない私の財産は無限である鱒。ミティラーが焼けても私のものは何物も

　　焼かれない42）。』（cf．　Aramaki，　oP．　cit。，　PP．93－94；村上，　oP．　cit．，　PP．188－192）

勧　ここでも人はボーディヤの詞集を例として語る。無関心について示されたものと知る

　　べし43｝，ユディシュティラよ。

㈱　ナフシャ王は凶，自己を制御し45無関心から寂静に至り，心静まり，知恵に満足した

　　る46）聖傭ボーディヤに尋ねた。

　（59）大きな知恵をもつ者よ，寂静の教えを私に教示すべし。汝はいかなる認識について思

　　念し（samanudhyaya），寂静に至り歓喜して振舞うのか。

ボーディヤは言った。

㈹私は教示をなりわいとせず，ここで誰も教化することはない。その目印（lak§apa）

　　を語ろう。汝はそれを自ら考察すべし。

㈹　ピンガラー，みさご，蛇，森の中で鹿を求める者4η，矢を作る者，少女，これら六人

　　が私の師である48）。

〔172章］

ユティシュティラは蕎つた。

（1）人はいかなる行為（vξtta）によって，行為を知る者よ，悲しみを滅して大地を行く
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　　ことができるか。そして世間で人は何をすれぽ最高の境地に至るのか。

ビーシュマは詰った。

②　ここでも人はこの二二を例として語る。プラフラーダとアージャガラ仙の対話を。

（3）善き心もち9＞病なく歩き回るあるバラモンに，王よ5。），理性をもち賢者として知られ

　　た5Dプラフラーダは尋ねた52）。

（4）　『病なく，力あり53），温和にして自己を制御し，獲得欲なく54＞，恨むことなく，善き

　　言葉を語る世問で誉高い賢者は子供のように振舞う。

㈲　汝は利益を求めることはなく，獲得できなかったものに対して嘆くこともない。バラ

　　モンよ，汝は，常に満足しているかのごとく，何物も蔑むことはない。

㈲　　（欲望などの）流れによつで5）生き物が奪われている時に，汝は心動ぜぬかのごとく

　　であり（avimanaiva）56），ダルマと欲望と財産というなすべきことに対しては超然と

　　しているかのごとく見える。

（7）汝はダルマと財産を求めるのでもなく，欲望に生きるのでもない。感覚器官の対象に

　　注意を払わず，あたかも傍観者のごとく，（対象から）解き放たれて振舞う。

（8）汝にとって知恵とは何か，天啓聖典とは何か，行為（v写tti）とは何か，聖者

　　（mul／i）よ。そして汝がこの世での幸福と考えるものを，急ぎ私に語るべし。』

⑨　質問されて世路のダルマの規定を知るかの知恵ある者は，優しく目的にかなった声で

　　プラフラーダに言った。

働　『プラフラーダよ，私は，生き物（bh激a）の発生には原因はない，と観察しつつ5η，

　　（生き物が）減っても，増えても，なくなっても，私は喜ぶこともなく悲しむこともな

　　いのである。

（ID　（生き物の）現在起っているもろもろの活動はすべて自性に根ざしている

　　（svabhavanirat頭）（と），（生き物を）自性からのみ観察して58），私は何によっても

　　苦しむことはない59）。

　（U）プラフラーダよ，私は，もろもろの結合は離別にいきつくものと，そしてもろもろの

　　集積を消滅に終わるものと観察し60＞，それらのどこにも心（m麗as）を置かないのであ

　　る。

（13）生ぎ物は（それぞれ）性質（～gupa）と結びついているので終わりがあると61）観察し，

　　生成と消滅を知る者にとって，なすべき如何なるものが残っているのか。

（14）私は水生動物の死（anta）を順番に観察する。大海の中で大きな身体の死も小さな身

　体の死も。

㈲私は地上にすむ生き物の死をも，動くものであれ動かぬものであれ，広くはっきりと

　観察する，アスラの王よ。

（1の空中を飛び回る翼あるものにとっても時至れば死は起こる，最もすぐれたダーナヴァ

　よ。力ある者にとっても同様である。

（17）天に動く大小の星（jyothpsi）も時至れぽ落ちるのを私は晃る。
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（18）このように，存在するものはみな等しく62）死に伴われていると観察して，知恵をもち

　為すべきことを為した私は安楽に眠る。

（19＞偶然獲得したたくさんの食物を私は食べることもあれぽ，しかし何日も食べずに横た

　わることもある。

⑳人は，ある時は多くの副食（g田3a）を伴う沢山の食事を，ある時は副食の少ない食

　事を私に与える63）。またある時には，それが起らないこともある。

⑳私は時には穀物をかじり，油粕も食べる。米と肉を食べることもあり，そしてまた大

　小さまざまの食物を食べることもある。

（22＞私はある時は臥床（paryaぬka）に横たわり，ある時はまた地面に横になる。またあ

　る時は，宮殿の中に私の寝台があることもある。

㈱私は布切れを身につけたり，麻の衣や亜麻や鹿の毛皮を64賠ることもある。またある

　時は，高価な衣裳を身にまとうこともある。

（2の偶然落ちてきた通常の（dharmyam）享楽を私は拒否しない。しかし，それが獲得す

　るのに難しい蒔には，それに執着することもない。

㈲　不動，不滅，吉祥，無憂，静浄，無比にして，賢者の心に入り，愚者によっては心か

　なわず注意を向けられることのない，このアージャガラの（大蛇に適した）実践

　（vratam　idam　ajagaralp）を，私は純粋に行なうであろう。

（26）不動の心をもち，逸脱せず，自らのダルマによって定まった帰趨（sa単sarapa）をも

　ち，高きと低きを知り，恐れ・汚れ・禽欲・迷いを離れて，このアージャガラの実践を，

　私は純粋に行なうであろう。

（27）食べるべきあるいは飲むべき食物（bhak§ya）として決まった果物を持つことなく，

　運命の変化によって時間と場所を多様に分けられ65），心地よく（助dayasukham），禽

　欲の者が従うことのない，このアージャガラの実践を私は純粋に行なうであろう。

㈱　「これも，あれも」というように切愛に心奪われ，手に入らぬ財産を嘆く人を真理の

　知恵によって（tattvabuddhyの正しく観察し，このアージャガラの実践を私は純粋に

　行なうであろう。

㈱財産を求めるがために高貴ならざる人に依存する哀れな高貴な人をさまざまに観察し

　て，私は願望を静め自己をもち心静かにして，このアージャガラの実践を純粋に行なう

　であろう。

（3①安楽と苦，貧しさと財産獲得66），満足と不満，死と生とを，私は運命（vidhi）によ

　って定められていると正しく（tattvato）観察して，このアージャガラの実践を純粋に

　行なうであろう。

（31）恐れ・食欲・迷い・自惚れを離れ，堅固（dhrti）・洞察（mati）・理性（buddhi）を

　具え，心を静め，獲得した果報を享受する人々を観察して6η，私はこのアージャガラの

　実践を純粋に行なうであろう。

（32）寝る場所と座る場所を定めず，自然に（prakζtya）自制・抑制・従順（vrata）・真

　実・清浄を身につけ，果報の集積を離れ，歓喜して，私はこのアージャガラの実践を純
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　粋に行うであろう。

（33）もろもろの願望の対象が苦のために（asukhartha単）近づくのを68）見て，私は知恵を

　得て自己に立脚して69），ものを望み安定しない心（aniyata甲manas）を抑綱するため

　　に，このアージャガラの実践を純粋に行なうであろう。

（34）心（h翼aya）あるいは思考（manas）は，愛しきものと安楽が得るに難しいことそ

　　して罪ならざるものであることに留まらない70＞。私はその両者を凝視するかのごとくし

　　て，このアージャガラの実践を純粋に行なうであろう。

（35）このように何度も，アートマンの弥々を繰り広げる7ま賢明な詩人によって語られた。

　或るものはここに，また或るものはそこにというように，それぞれを72）自らと他者の考

　　えによって深く議論しつつ。

㈱私は，それが73）世間では知恵なき入々によってそれぞれに理解され様々の方向に行っ

　　てしまい74），決定されず，無数の誤りに至ったのを観察して75），怒りと渇愛を制御し，

　人々の間で遊行するであろう（viharami）。』

ビーシュマは言った。

⑳　偉大な自己をもつ人が，世間でアジャガラ仙によって行なわれた実践を欲望を抑えて

　行なうならぽ，恐れ・悲しみ・貧欲・迷いを去って761，安楽にこの遊行を楽しむであろ

　　う（vihared　i！na1韓vih覆raln）。

［173剃

ユディシュティラは黙った。

（1）祖父よ，親族，祭式77），財産，あるいは英知（pral臨），（これらの中で）世間で人の

　　基盤（prati§街のとなるのは何か。かく問われたる汝は私に語るべし。

ビーシュマは青った。

（2＞英知が生き物（bhata）の基盤であり，英知がすぐれた獲得物であると考えられる。

　　英知は世間ではこの上なきものであり78），英知は善き人々にとって天界であると考えら

　　れる。

　（3）バリは，富（ai§varya）がなくなった時に英知によって目的を達成した。プラフラー

　　ダ，ナチム，マンキ（もそうである）。この英知よりすぐれたものがあろうか。

　（4）ここでも人はこの古課を例として語る。インドラとカーシュヤパの対話を。これを聞

　　け，ユディシュティラよ。

　（5）父よ，ある裕福で高慢なヴァイシャが誠実でタパスをもつ聖仙カーシュヤパを79庫で・

　　倒した。

　（6）カーシュヤパは倒されて苦痛を被り，我を忘れて怒り，そして言った。『私は死のう。

　　財産なき者にとって，この世で生きる意味はない。』

　（7）このように死ぬのを願い，声もなく心うつろに座っている怒った心をもつ者80）に，イ

　　ンドラはジャッカルの姿をして話した。

　（8＞　『あらゆる生き物は，すべての点で，人間の母胎を望んでいる。そして人間の中では
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　バラモンであること（vipratvam）を皆称賛する。

（9）汝は人血にしてバラモンである。汝はヴェーダに通じたる者である，カーシュヤパよ。

　汝は得がたきものを獲得し，このようにして誤りがないのに8’）死ぬことを望んでいる82）。

㈹　あらゆるものの獲得はうぬぼれを伴う，という天啓聖典はまことに真実である。汝は

　満足すべき姿をしている。その姿を（yad）汝は貧血の故に軽んじている。

働　この世間で手があるならぽその者たちはまさに目的を達成している83＞，我々は手をも

　つ者たちをうらやむ。それは汝が財産をうらやむのと同様である。

（12＞手を獲得すること以上の獲得はない。手がない故に，バラモンよ，我々は棘を84抜け

　ないのだ851。

（13＞あるいはまた，十本の指のある二つの手を神によって与えられたならぽ，人は噛みつ

　いている86｝虫を手足から（謡gat）取って（手足を）掻くであろう87）。

（14）また雪・雨・熱の881避難所も作るであろう。また衣服89）・食事・寝台・風なき場所も

　快適に（sukalp）享受できよう。

㈲　そして，牛をgo）支配し，この世で所有し，物を運ばせるであろう。そしてまた，さま

　ざまの手段を用いて，自分に従うもの（va§yan）を作るであろう。

（16）舌のないもの，無力なもの，寿命の短いもの（alpap噸pa），手のない者は，もろも

　ろの苦を耐える。幸運にも，汝はそのようではない，聖者よ。

（17＞幸運にも，汝はジャッカルでもなく虫でもなく蚊でもない。汝は蛇でもなく蛙でもな

　く，他の悪しき母胎より生まれた者でもない。

q8）カーシュヤパよ，これを得ただけで満足すべし。汝は，すでにあらゆる生き物の中で

　（satt畷na王p）すぐれたバラモンではな：いか。

（19＞これらの虫が私に噛みつく。私には91＞それらを払いのけるための力がない。手がない

　ために。私のこの状態を見よ。

⑳私は，為すべきではないと考え（ak翫yam　iti），この自己を捨てることはしない。こ

　こより悪しく劣った母胎に落ちるべきではないから。

（21＞私はジャッカルとして92）悪しき母胎の中で中問のものに（madhye）至ったが，これ

　よりも悪しき母胎は他にたくさんある。

（22）生まれによって（1巨tyの，ある人々はより幸福であり，他の人々はひどく不幸である。

　私はこの世では，どこにも誰にも完全な幸福を93）見ることはない。

㈱　人々は裕福になると，すぐに領土を望む。領土の次は神であることを望み，神の次は

　インドラであることを望みさえする。

⑳　たとえ汝が裕福だとしても，汝は王ではないし，神でもない。また汝が神となっても，

　インドラとなっても，そのようであっても汝は満足しないであろう。

（25）好きもの（priya）を獲得しても満足はない。品評とは水によって静まるものではな

　い。火が薪によって燃え上がるように，六出はますます燃え上がるものである。

㈱　汝には悲しみもあるであろうが，同様に喜びもあるであろう。このように楽と苦との

　両者が存在する。このことに何を嘆くことがあろう。
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⑳　あらゆる欲望と行為の源を絶って，感覚器官の一憩を抑えるべし9の。鳥たちを鳥かご

　の中に入れるように95）。

㈱　甘みを知らないものにはどこにも欲望は生じない。（甘みに対する欲望は）触れるこ

　とからも，見ることからも，あるいは聞くことからも生じるのである。

㈱汝は，椰子酒やラートヴァーカー鳥を思い出すことはない。そしてどこにもこの両者

　よりおいしいいかなる食物もないのである。

（30＞昔96）どんな食物が食べられたとしても，カーシュヤパよ97）。それらを以前食べたこと

　がなければ，汝が98），それらを思い出すことは決してないのである99）。

（3D食べない，まったく触れない，そしてまったく見ない，というこの自制（niyama）

　が人間にとっての幸福であると私は思う。（このことに）疑問はない。

（32）手をもつ者は，財産と結びつき，力をもつ者となるloo）。（このことに）疑問はない。

　人はまさに人であることによって奴隷となるのである（面satvam　upapadita切。

㈱　そして，彼らは死と束縛による苦痛に繰り返し苦しめられるが，そうであってもその

　同じ云々が満足し，喜び，笑うのである。

（34）また他の人々は，腕力があり，学問をし，知恵あっても，隠したいと思うたいへん悲

　惨な三〇1）悪しき行為圭02）をするのである（UP齢ate）。

㈲彼らは，他の振舞いをすることもできるのである。しかし，自らの（前世の）行為に

　よって，そのように限定されなければならないのである。

（3の　プルカサもチャソダーラも，自分を103）捨てることを望まない。自分の生まれに

　（yonya）満足しない者はlo4），幻をありのままに見るべし。

（37）腕が縮み，半身不随の闘病気の人々を見るならば，汝は自分の生まれによって十分

　満たされており，獲得するものはすでに獲得しているではないか，カーシュヤパよ。

㈱　バラモンよ，汝の身体が苦痛なく病気もなく，手足は完金であり，世間で非難される

　ことがなければ，

（39）　（そして）本当であれぽ（satyenaiva）人を奪い去るものであるlo6＞なんらかのうわ

　さによって（非難されることが）なけれぽ（P），ダルマのために立つべし。賢者よ，

　汝は自己を捨てるべきではない。

㈹　バラモンよ，このように私の言葉を聞いて信じるならば，汝はヴェーダに説かれ

　だ。ηダルマのすぐれた果報を獲得するであろう。

㈲　ヴェーダの吟論と火の浄化を注意深く行なうべし。そして，真実と調御（dama）と

　布施とを。そして何ものも羨んではならない。

㈱　入院がヴェーダを吟調し，自分のためそして他の人のために祭式をおこなうならぽ，

　どうして嘆き悲しんだり，あるいは悪しきこと（a§obhanam）を考えたりするであろ

　うか。

㈲　（ヴェーダの吟講などを）願う人々は安息する故に（viha壌ya）大きな安楽を獲得

　するであろう。あるいは，良き星のもとに良き場所に’08）良き時刻に生まれるであろ

　う109）。
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㈹他の人々は，悪しき星のもとに悪しき場所に110｝悪しき時刻に生まれ，祭式のための

　子孫のない悪しき母胎に落ちるであろう。

㈲私は，学を衝い（papぴitako），理屈を言い（haituko），ヴェーダを非難した。私は

　形而上学すなわち実りなき弁論術に染っていた。

＠6＞私は論理の説を説くものであり，集会において（sa甲satsu）論理をもって語った。

　そして私はヴェーダ祭式においでu）再生族たちを非難し攻繋する者であった（2

　abhivakta）。

働　私は無神論者で（nastika）であり，一切を疑い，愚かで，学あることを鼻にかけて

　いた。私がジャッカルであるのはその結果の現われである，再生族よ。

㈹　たとえ百回の昼と夜がすぎてもこの状態であるとしてもま12），ジャッカルである私は

　再び人間の母胎を得ることを望んでいる。

㈲　私は満足し，注意深く振る舞い，祭式と布施と苦行を喜び，知るべきを知り，そして

　避けるべきを避けさせるようでありたい。』

㈹　そこで，彼の聖者カーシュヤパは立上がり，驚いて彼に言った。『おお何と汝は巧み

　にして知恵をもつものか』。

（51）賢者は知恵深い目で（j煮anadIrghepa　cak§u§濁彼を見た。そして，彼を神々の神で

　ありシャチーの主であるインドラであるとn3悦て取った。

（52）そこでカーシュヤパは鹿毛の馬に乗る者であるインドラを礼拝した。カーシュヤパは

　インドラによって許されて1助，自分の住いに1…5）赴いた。
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72）　P．tat　tat　　D．　hanta

73）　　P．tad　ahanユ　　D．　tad　idaln

74）P．viprayatam　D，　viprap盃ta単

75）　P．anuvi§盃mya　　D．　anuvi§amya

76）　P．apagatabhayamal｝yulobhamoha｝3　D．　apagatabhayalobhalnohamanyu奪

77）　karma　Deussen：Tatigkeit

78）　P．nai1葺reyasf　　D．　ni1蝉reyas1

79）　P．ka§cid馨i単t盃ta　k漬§yapa甲　　D．　ka§cid　r§isuta甲k漬§yapa1P

80）　P．kruddhamanasam　　D．1ubdham盃nasam　　Deussenはk§ubdhamanasarnを採用してい

　　　る。

81）　　P．etad　adosan　　D．　etad　na　dosゑn

82）　P．icchasi　D．　arhasi

83）D．はこの後に，次の詩節を挿入している。

　　　　ativa　spτhaye　te§誠1P　yeξ；arp　santfha　panayaヒ1／

84）　P．ka虞ak護n　　D．　ka瑛aka互p

85）D．はこの後に次の詩節を挿入している。

　　　　jantU　nUCCaVaCal／ahge　da§atO　na　ka§arna　Va／

　　　　P．da§amana簸　　D．　da§ato

　　　　P．kasanti　D．　nikasanti
　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　P．himavar＄atapan撫p　　D．　var§議him護tapa瞭lp

　　　　P．celam　　D．　cailam

　　　　9註1p　　N．　ga1P　Pτthivi増

　　　　P．me　　D．　vai

　　　　P．sargali甲　　D誘盃rg議11単

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

％
卯
盤
9
9
蜘
期
醜
鵬
旧
訓
鵬
斯
期
姻

P．ek義ntasukham　　D．　ek盃ntam　sukham

P．runddhlndriyagramarp　　D．　buddhlndriyagr護marp

D．はこのあとに次の詩節を挿入している。

na　dvitiyasya§irasa§chedana1p　vidyate　kvacit／

na　ca　papes　tτtfyasya　yan　n巨sti　na　tato　bhayarn／

P．d霞resu　　D．　bhUtesu
　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹

P．k盃§yapa　　D．　kasyacit

P．abhuktapUrvalp　te　　D．　abhuktap亘rv百摩i

P．asmrtir　eva　ca　D．　asmrtir　eva　te
　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

P．dhanair　yukta　balavallto　　D．　balavanto　dhanavanto

P，Sukτpanalp　D．　ca　kζpa阜a単

P．pap巨甲vζttim　　D．　P置pavτttim

atm展nam　　Deussen：seinen　Leib

P．atu§㌻a尊　　D，　taya　tu講a与

pak§ahat註n　　N．　pak§ahatann　ardh盃hgavatadilla　na§仁an

apaharirn護　　N．　apaharilla　j護tibhra鵬§al《arepa

P．vedoktasya　ca　　亙）．　vedoktasyaiva

P．sutlrth護h　　D．　sutithau

D．はこのあとに次の詩節を挿入している。
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yajfiad2naprajeh2yaip yatante gaktipUrvakam /

P. dustrrtha D. dutithau

P. brahmayajfiesu D. brahmav:kyesu

P. tat syEd D. tasmad

P, devanam indram devam D. devanam devam indram
               ---P. anujfiatag ca D. anujfi2tas tu

P. figramam D. alayam

(1993itlZ4n30H eege)


